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           星2（κ）＝｛1＋2－1（κf亙（Σ一∫）κ一（亙tr（ΣI一∫）））｝φ（κ）
という展開が得られるが，その誤差評価が次の様に与えられる．
  確率1でΣ一∫＞Oであれば
 （＊）        ∠。≦O．26・（万1Σ1）’∫2・（亙（tr（Σ一∫））4）’’2．
確率1で∫一Σ＞Oのときには（＊）においてΣをΣ一1に置き換えればよい．一般の場合には
         ∠。≦2．04・が・｛亙（λ享十λ｛）1’’2・｛亙（tr（Σイ）4＋tr（Σ一’一∫）4）｝’∫2
である．ただし，λ。とんはそれぞれΣおよびΣ一1の最大固有値を表す．
            統計モデルとしての確率分布とその応用
                                    平 野 勝 臣
 本年度の研究：（1）正値連続分布の典型であるスケール分布族の代表的な分布についての考察をまと
めた（岩瀬・平野（1990））．（2）オーダー后の離散分布の研究のうち，K．D．Ling氏の訪間を機会に彼の
研究について調べ，これに関するいくつかの結果をまとめた（Hirano et a1．（1991））．当日は以上の共
